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第
七
条
第
一
項
中
「
者
は
」
の
下
に
「
、
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前

二
項
」
に
改
め
、「
住
民
は
、」の
下
に
「
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
食
品
、
飲
料
水
そ
の
他
の
生
活
必
需
物
資
の
備
蓄

そ
の
他
の
」
を
、「
と
も
に
、」の
下
に
「
防
災
訓
練
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
必
要
な
物
資
若
し
く
は
資
材
又
は
役
務
の
供
給
又
は
提
供
を
業
と
す
る
者

は
、
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
事
業
活
動
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
当

該
事
業
活
動
に
関
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
二
項
第
十
二
号
中
「
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、「
協
定
」

の
下
に
「
並
び
に
民
間
の
団
体
の
協
力
の
確
保
に
関
す
る
協
定
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、

第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
情
報
提
供
」
の
下
に
「
及
び
被
災
者
か
ら
の
相
談
」
を
加
え
、

同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
中
「
乳
幼
児
等
」
を
「
乳

幼
児
そ
の
他
の
」
に
改
め
、「
要
す
る
者
」
の
下
に「（
以
下
「
要
配
慮
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十

五
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

被
災
者
の
心
身
の
健
康
の
確
保
、
居
住
の
場
所
の
確
保
そ
の
他
被
災
者
の
保
護
に
関
す
る
事
項

第
八
条
第
三
項
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
中
「
市
町
村
の
職
員
」
の
下
に
「
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
消
防
長
若
し

く
は
そ
の
指
名
す
る
消
防
吏
員
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
実
施
」
の
下
に
「
及
び
民
間
の
団
体
の
協
力
の
確
保
」
を
加
え
る
。

第
五
章
第
三
節
中
第
六
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
行
政
機
関
の
長
等
に
よ
る
助
言
）

第
六
十
一
条
の
二

市
町
村
長
は
、
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
避
難
の
た
め
の
立
退
き
を
勧
告
し
、
若
し
く

は
指
示
し
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
屋
内
で
の
待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
又
は
都

道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
勧
告
又
は
指
示
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
助
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
助
言
を
求
め
ら
れ
た
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
又
は
都
道
府
県

知
事
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
必
要
な
助
言
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
避
難
の
指
示
等
の
た
め
の
通
信
設
備
の
優
先
利
用
等
）

第
六
十
一
条
の
三

第
五
十
七
条
の
規
定
は
、
市
町
村
長
が
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
避
難
の
た
め
の
立
退

き
を
勧
告
し
、
若
し
く
は
指
示
し
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
屋
内
で
の
待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
を
指

示
す
る
場
合
（
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村
長
の
事
務
を
代
行
す
る
場
合
を
含
む
。）に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
警
戒
区
域
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

第
四
章
中
第
四
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
物
資
供
給
事
業
者
等
の
協
力
を
得
る
た
め
に
必
要
な
措
置
）

第
四
十
九
条
の
三

災
害
予
防
責
任
者
は
、
法
令
又
は
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
所
掌
事
務
又
は

業
務
に
つ
い
て
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
の
実
施
に
際
し
物
資
供
給
事
業
者
等
（
災
害
応
急
対
策
又
は
災

害
復
旧
に
必
要
な
物
資
若
し
く
は
資
材
又
は
役
務
の
供
給
又
は
提
供
を
業
と
す
る
者
そ
の
他
災
害
応
急
対
策
又
は

災
害
復
旧
に
関
す
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
協
力
を
得
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
事
態
に
備
え
、
協
定
の
締
結
そ
の
他
円
滑
に
物
資
供
給
事
業
者
等
の
協
力
を
得
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
災
害
応
急
対
策
に
従
事
す
る
者
の
安
全
の
確
保
に
十
分
に

配
慮
し
て
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
五
十
八
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
民
に
対
す
る
周
知
）

第
五
十
一
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
非
常
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

避
難
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
令
又
は
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
想
さ

れ
る
災
害
の
事
態
及
び
こ
れ
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
周
知
さ
せ
る
措
置
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

都
道
府
県
の
区
域
内
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
の
発
生
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
指
定
行
政
機
関
の
長
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に

係
る
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
特
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
中
「
措
置
」
を
「
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
準
備
そ
の
他
の
措
置
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
通
知
又
は
警
告
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
要
配
慮
者
が
第
六
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
勧
告
又
は
指
示
を
受
け
た
場
合
に
円
滑
に
避
難
の
た
め
の
立
退

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条
の
見
出
し
中
「
通
信
設
備
」
を
「
警
報
の
伝
達
等
の
た
め
の
通
信
設
備
」
に
改
め
、
同
条
中
「
こ
と

を
」
の
下
に
「
求
め
、
若
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事
業
活
動
で
あ
つ
て
政
令

で
定
め
る
も
の
を
行
う
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
中
「
、
又
は
」
の
下
に
「
消
防
吏
員
（
当
該
市
町
村
の
職
員
で
あ
る
者
を
除
く
。）、」を
加
え
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
の
者
」
の
下
に「（
以
下
「
居
住
者
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、同
条
第
七
項
中「
第

五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
、
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
中
「
又
は
立
退
き
先
」
を
「
若
し
く
は
立
退
き
先
を
指
示
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
屋
内
で
の
待

避
等
の
安
全
確
保
措
置
」
に
、「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

災
害
が
発
生
し
、
又
は
ま
さ
に
発
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
避
難
の
た
め
の
立
退
き
を
行
う
こ

と
に
よ
り
か
え
つ
て
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
必

要
と
認
め
る
地
域
の
居
住
者
等
に
対
し
、
屋
内
で
の
待
避
そ
の
他
の
屋
内
に
お
け
る
避
難
の
た
め
の
安
全
確
保
に

関
す
る
措
置
（
以
下
「
屋
内
で
の
待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
」
と
い
う
。）を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改

め
、「
規
定
す
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
」
の
下
に
「
若
し
く
は
屋
内
で
の
待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
」
を
加
え
、「
居

住
者
、
滞
在
者
そ
の
他
の
者
」
を
「
居
住
者
等
」
に
改
め
、「
、
避
難
の
た
め
の
立
退
き
」
の
下
に
「
又
は
屋
内
で
の

待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
」
を
加
え
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
前
条
第

四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」に
、「
立
退
き
」

を
「
立
退
き
又
は
屋
内
で
の
待
避
等
の
安
全
確
保
措
置
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
警
察
官
又
は
海
上
保
安
官
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
避
難
の
た
め
の
立
退
き
を
指
示
す

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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